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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　槌先部により球を弾球する弾球槌と、弾球をガイドする球発射レールと、球発射レール
の端部上方に配置されて発射前の球を一時静止させる球静止部材とを備えた弾球発射装置
において、
　弾球槌を槌先部が支軸の下方を回動する下向きのものとして、弾球が球発射レールに接
して移動する仮想接平面に対して垂直で弾球槌の支軸を通る仮想垂線を想定したときに、
この仮想垂線より球発射方向に寄った位置に静止球の中心が位置するように球静止部材を
配設したうえに、
　弾球槌の槌先部に、遊技盤面に対して垂直方向に形成された断面Ｖ字型で、下側山形部
と上側山形部とからなる凹溝部を、その開口部を球発射方向に向けて設けて、下側山形部
が球を仮想接平面より上方に浮き上がらせて発射するようにしたことを特徴とする弾球発
射装置。
【請求項２】
　槌先部により球を弾球する弾球槌と、弾球をガイドする球発射レールと、球発射レール
の端部上方に配置されて発射前の球を一時静止させる球静止部材とを備えた弾球発射装置
において、
　弾球槌を槌先部が往復直線運動するものとして、弾球槌の槌先部に、遊技盤面に対して
垂直方向に形成された断面Ｖ字型で、下側山形部と上側山形部とからなる凹溝部を、その
開口部を球発射方向に向けて設けたうえに、
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　下側山形部を上側山形部より高く形成して、弾球が球発射レールに接して移動する仮想
接平面を想定したときに、下側山形部が球を仮想接平面より上方に浮き上がらせて発射す
るようにしたことを特徴とする弾球発射装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機の遊技盤に球を発射するための弾球発射装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機には遊技盤に球を発射するための弾球発射装置が備えられている。この弾球
発射装置は、例えば特許文献１に示すような、槌先部により球を弾球する弾球槌と、弾球
槌の近傍に配置されて弾球をガイドする案内溝が形成された球発射レールと、球発射レー
ルの端部上方に配置されて発射前の球を一時静止させる球静止部材とを備えている。以上
のように構成されたものは、槌先部を球静止部材により静止されている球に衝突させるこ
とにより球を発射することができるが、弾球は球発射レールに接して移動し、遊技盤の一
側に設けられた円弧状の外側レールを介して遊技盤内に打ち込まれることになる。このよ
うに、弾球は球発射レールに接して発射されるので、球発射レールとの摺動抵抗により球
の発射力が弱められたりして弾球軌道が安定しない、遊技盤を拡張して球の飛距離を長く
する場合に発射力のより強い弾球発射装置が必要になるなどの問題があった。
【特許文献１】特開２００２－３５２４８号公報　(図１)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は上記した従来の問題点を解決して、弾球の球発射レールとの摺動抵抗を小さく
することができる弾球発射装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記の課題を解決するためになされた本発明は、槌先部により球を弾球する弾球槌と、
弾球をガイドする球発射レールと、球発射レールの端部上方に配置されて発射前の球を一
時静止させる球静止部材とを備えた弾球発射装置において、
　弾球槌を槌先部が支軸の下方を回動する下向きのものとして、弾球が球発射レールに接
して移動する仮想接平面に対して垂直で弾球槌の支軸を通る仮想垂線を想定したときに、
この仮想垂線より球発射方向に寄った位置に静止球の中心が位置するように球静止部材を
配設したうえに、
　弾球槌の槌先部に、遊技盤面に対して垂直方向に形成された断面Ｖ字型で、下側山形部
と上側山形部とからなる凹溝部を、その開口部を球発射方向に向けて設けて、下側山形部
が球を仮想接平面より上方に浮き上がらせて発射するようにしたことを特徴とする弾球発
射装置である。
【０００５】
　また、本願発明は、槌先部により球を弾球する弾球槌と、弾球をガイドする球発射レー
ルと、球発射レールの端部上方に配置されて発射前の球を一時静止させる球静止部材とを
備えた弾球発射装置において、
　弾球槌を槌先部が往復直線運動するものとして、弾球槌の槌先部に、遊技盤面に対して
垂直方向に形成された断面Ｖ字型で、下側山形部と上側山形部とからなる凹溝部を、その
開口部を球発射方向に向けて設けたうえに、
　下側山形部を上側山形部より高く形成して、弾球が球発射レールに接して移動する仮想
接平面を想定したときに、下側山形部が球を仮想接平面より上方に浮き上がらせて発射す
るようにしたことを特徴とする弾球発射装置である。
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【発明の効果】
【０００６】
　本発明の弾球発射装置は、弾球槌の槌先部に凹溝部を設けて、球が球発射レールに接し
て移動する仮想接平面よりやや上向きに球を弾球するようにしたので、従来よりも弾球を
球発射レールから迅速に引き離して、弾球の発射レールとの摺動抵抗を小さくすることが
できる。凹溝部を、水平状の断面Ｖ字型のものとしてその開口部を球発射方向に向けたの
で、弾球を仮想接平面よりやや上向きに発射することができる。また、槌先部を樹脂製の
挿し込み式のものとしたので、弾球槌の先端に容易に装着することができる。さらに、下
向きとした弾球槌の回動軸の中心を通って前記仮想接平面に直交する仮想垂線より球発射
方向に寄った位置に、静止球の中心が位置するように、球静止部材を配設したので、弾球
を確実に上向きに発射することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に図面を参照しつつ本発明の好ましい実施形態を説明する。
　図１は、本発明に係る弾球発射装置を示す図である。図中１は基板であって、この基板
１上に弾球槌２と球発射レール３と球静止部材４とが所要位置に配設されている。
【０００８】
　弾球槌２は先端に槌先部２１が設けられており、この槌先部２１が弾球槌２の支軸２２
の下方を回動するように、弾球槌２は下向きに設けられている。弾球槌２は、ゴムなどの
緩衝材を有する二つのストッパー、即ち発射側ストッパー５と戻り側ストッパー６とに回
動を規制されている。
【０００９】
　球発射レール３はレールホルダー３１によりねじ３２で支持固定されており、また図２
に示すように上側にＶ字型の案内溝３３が形成されていて、弾球をガイドする。図におい
て３４は、弾球が案内溝３３と接して移動する仮想接平面である。
【００１０】
　静止部材４は、球発射レール３の端部上方に配置され、発射方向に向かって拡幅する斜
面を有している。斜面の下端が球の落下を制止して、発射前の球を所定の位置に一時静止
させる。
【００１１】
　上記弾球発射装置においては、弾球槌２はロータリーソレノイド(図示していない)の出
力軸に支持され、非通電時には戻り側ストッパー６に当接するまで後退している。ロータ
リーソレノイドに通電されると弾球槌２は発射側ストッパー５に衝突するまで加速回転さ
れて、槌先部２１が球発射レール３上に静止された球に衝突して球を発射する。球発射後
の弾球槌２はストッパー５の弾発力、ロータリーソレノイドの復帰力により後退される。
以上のようにして弾球槌２は繰り返し往復回動される。
【００１２】
　以下に、本発明の特徴を図３、４により詳細に説明する。
　本発明に係る弾球槌２の槌先部２１には、前記仮想接平面３４より上向きに球を弾球す
るための凹溝部２３が設けられていることを特徴とする。この凹溝部２３は、遊技盤面に
対して垂直方向に形成された水平状で断面Ｖ字形のものであって、その開口部は球発射方
向に向けてある。球は、球発射レール３の案内溝３３により遊技盤面に対して前後方向の
位置を規制され、当該凹溝部２３によって上下方向の位置を規制されて発射される。
【００１３】
　球静止部材４は、弾球槌２の支軸２２の中心を通って前記接平面３４に直交する仮想垂
線２４を想定したときに、この仮想垂線２４より球発射方向に距離Ｓ分寄った位置に静止
球の中心が位置するように、配設されている。したがって、凹溝部２３を形成する下側山
形部２３ａは上側山形部２３ｂより先に、静止球の中心の下側に衝突する。下側山形部２
３ａが球に衝突した時点では、球と上側山形部２３ｂとの間にはわずかに隙間ｓが残存し
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ているので、球は下側山形部２３ａによって上方に浮き上げられる。
【００１４】
　弾球槌２を下向きとしたので、槌先部２１は上向きの円弧軌道を描いて回動する。した
がって、図４に示すように弾球槌２の回動がさらに進んだときは、球は仮想接平面３４よ
り上方向きに発射されることになるので、瞬時に球を球発射レール３から引き離すことが
できる。よって、球発射レール３の球への摺動抵抗を、仮想接平面３４上を玉が移動する
場合よりも小さくすることができる。
【００１５】
　なお、上記実施形態においては、弾球槌２を下向きとしたが、弾球槌２を上向きとして
も、下側山形部２３ａの高さを上側山形部２３ｂより高くしたり、球の静止位置が仮想垂
線２４より戻り側ストッパー６の方向に寄るように球静止部材４を配置したりすることに
よって、弾球を素早く仮想接平面３４より離間させることができる。また、弾球槌２が往
復直線運動して弾球する方式のものである場合にも、下側山形部２３ａの高さを上側山形
部２３ｂより高くすることによって、同様な効果を得ることができる。ここで、槌先部２
１に、遊技盤面に対して垂直で開口部が球発射方向に向けられた凹溝部２３を形成するこ
とは必須の要件である。
【００１６】
　槌先部２１をポリカーボネイト、ナイロン等の樹脂で形成する場合には、図５，６に示
すように、Ｖ字形の凹溝部２３の下側に、隙間を有する弾発部２６を設けて、加速弾発す
るようにすることができる。また、槌先部２１をウレタンゴム、ナイロンエラストマーな
どの弾性を有する材質で形成する場合には、図７に示すように、弾発部２６は特に設ける
必要はない。なお、図５に示す槌先部２１は、図８に示すように、槌本体２７の先端に切
削加工された嵌め込み部２８に嵌合凹部２９を差し込むことによって装着することができ
る。この槌本体２７はプレス加工によって形成することができる。また、図６に示す槌先
部２１は、図９に示すように、槌本体２７と一体にプレス加工された嵌め込み部２８に装
着することができる。なお、凹溝部２３を形成した槌先部２１は、球が上下２点で接触す
るため、発射への球の刻印の影響が少ない。
【００１７】
　以上説明したように、本発明の弾球発射装置は、弾球槌の槌先部に玉の発射方向に向け
て水平状の凹溝部を設けたので、球が球発射レールに接して移動する仮想接平面よりやや
上向きに球を弾球することができる。よって、従来よりも弾球を球発射レールから迅速に
引き離すことができるので、弾球軌道を安定させ、かつ弾球の発射力を増強することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る弾球発射装置の正面図である。
【図２】球発射レールの断面図である。
【図３】球に弾球槌が衝突する状態を示す説明図である。
【図４】球が球発射レールから浮き上がって発射される状態を示す説明図である。
【図５】槌先部の形状を示す正面図、平面図、側面図である。
【図６】槌先部の他の形状を示す正面図、平面図、側面図である。
【図７】上記とは別の形状の槌先部を示す正面図、平面図、側面図である。
【図８】図５の槌先部が挿着された弾球槌の正面図である。
【図９】図６の槌先部が挿着された弾球槌の正面図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　基板、２　弾球槌、３　球発射レール、４　球静止部材、５　発射側ストッパー、
６　戻り側ストッパー、２１　槌先部、２２　支軸、２３　凹溝部、２４　仮想垂線、２
６　弾発部、２７　槌本体、２８　嵌め込み部、２９　嵌合凹部、３１　レールホルダー
、３２　ねじ、３３　案内溝、３４　仮想接平面。
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